
ま
す
が
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
遠
隔
講
義
を
導
入

し
、
各
分
野
の
最
先
端
の
研
究
者
か
ら
直
接
授
業
が
受
け
ら
れ

る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
す
ね
。
ま
た
、
自
分
の
学
部
以
外
の
専

攻
科
目
も
必
ず
履
修
す
る
こ
と
と
す
る
な
ど
、
学
部
横
断
的
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
、
幅
広
い
視
野
を
養
い
ま
す
。

ｌ
新
大
学
が
目
指
す
も
の
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
教
育
の
成
果
を
誇
り
得
る
人
間
性
豊
か
な
大
学
」
「
先
導

的
・
独
創
的
な
研
究
を
行
う
個
性
豊
か
な
大
学
」
「
世
界
に
開
か

れ
、
地
域
と
と
も
に
発
展
す
る
夢
豊
か
な
大
学
」
の
三
つ
を
新

大
学
の
理
想
像
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
大
学
は
、
や
や
も
す
る
と
研
究
に
重
点
が
世
か

れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
も
っ
と
教
育
に
重
点
を

置
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
大
学
で
は
、
兵
庫
県
と
い
う

地
域
が
持
つ
資
源
、
例
え
ば
、
大
型
放
射
光
施
設
「
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ

ｎ
ｇ
ｌ
８
」
と
い
っ
た
先
進
的
な
産
業
基
盤
な
ど
を
活
用
し
な

が
ら
、
二
十
一
世
紀
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成
す
る
と
い
う
こ

と
を
最
大
の
目
的
と
し
ま
す
。
目
的
意
識
を
持
っ
た
学
生
に
多

く
来
て
い
た
だ
き
、
夢
を
実
現
さ
せ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
兵

庫
県
立
大
学
を
大
い
に
活
用
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

七
月
～
八
月
に
は
、
新
大
学
と
し
て
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

9４

神
戸
商
科
大
学
・
姫
路
工
業
大
学
・
兵
庫
県
立
看
護
大
学
の

三
県
立
大
学
を
統
合
し
、
来
年
四
月
に
開
学
す
る
「
兵
庫
県
立

大
学
」
に
つ
い
て
、
大
学
課
長
の
石
井
孝
一
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

ｌ
新
大
学
設
立
に
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

国
際
化
・
情
報
化
に
よ
っ
て
大
学
の
競
争
力
が
求
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
人
材
育
成
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
来
年
四
月
に
開
学
す
る
兵
庫
県
立
大
学
は
、

大
学
経
営
の
合
理
化
だ
け
の
統
合
と
は
違
い
、
現
三
大
学
の
特

徴
を
生
か
し
、
社
会
に
出
て
か
ら
本
当
に
求
め
ら
れ
る
人
材
を

育
成
す
る
、
魅
力
あ
る
大
学
を
目
指
し
て
設
立
す
る
も
の
で
す
。

ｌ
統
合
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

人
文
・
社
会
科
学
系
と
自
然
科
学
系
の
分
野
が
融
合
し
た
総

合
大
学
と
な
る
こ
と
で
、
学
生
が
学
べ
る
科
目
や
進
路
の
選
択

肢
が
多
様
化
し
ま
す
。
ま
た
、
学
際
的
領
域
、
す
な
わ
ち
、
異

な
る
学
問
分
野
に
ま
た
が
っ
た
研
究
な
ど
も
行
い
や
す
く
な
り

ま
す
。
例
え
ば
、
情
報
と
看
誰
の
両
方
の
専
門
知
識
を
融
合
さ

せ
た
介
誰
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
で
す
ね
。
さ
ら
に
、
学
生
同

士
の
交
流
の
範
囲
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
広
が
り
を
持
つ
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ｌ
教
育
内
容
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
か
。

ま
ず
、
国
際
化
・
情
報
化
に
対
応
す
る
た
め
、
英
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
情
報
処
理
に
必
要
な
知
識
・
技

術
を
全
学
生
に
身
に
付
け
て
も
ら
い
ま
す
。
英
語
は
少
人
数
ク

ラ
ス
を
実
現
、
情
報
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
処
理
能
力
は
も
ち
ろ
ん
、

情
報
の
概
論
か
ら
し
っ
か
り
学
べ
ま
す
。
ま
た
、
情
報
分
野
の

研
究
を
深
め
た
い
学
生
の
た
め
に
、
情
報
通
信
技
術
を
政
策
・

経
営
や
看
護
・
医
療
な
ど
の
専
門
分
野
に
応
用
す
る
た
め
の
研

究
が
で
き
る
「
情
報
系
大
学
院
」
を
新
設
し
ま
す
。

新
大
学
開
学
に
向
け
て
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
か
ら
も
優

秀
な
教
員
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
分
か
れ
て
い

地
域
と
と
も
に
発
展
し
、
一
一
十
一
世
紀
に
貢
献
す
る

人
材
を
育
成
ｌ
「
兵
庫
県
立
大
学
」
が
来
春
開
学
ｌ

お
話
を
伺
っ
た
方
蕊
蕊
寵
灘
課
長
石
井
孝
一
さ
ん

ノ

石井孝一さん

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
バ
ス
案
内

①
経
済
学
部
・
経
営
学
部

■
日
程
Ⅱ
８
月
１
日
（
金
）

■
場
所
Ｉ
神
戸
商
科
大
学
（
神
戸
市
西
区
）

国
申
し
込
み
先
Ⅱ
垂
０
７
８
（
７
９
４
）
５
２
０
９

②
工
学
部
・
理
学
部
・
環
境
人
間
学
部

■
日
程
Ⅱ
８
月
８
日
（
金
）

国
場
所
Ⅱ
姫
路
工
業
大
学
（
姫
路
市
・
上
郡
町
）

回
申
し
込
み
先
Ⅱ
垂
０
７
９
２
（
６
７
）
４
８
１
９

③
看
誠
学
部

■
日
程
Ⅱ
７
月
率
日
（
水
）
・
酔
日
（
木
）

画
場
所
Ⅱ
県
立
看
護
大
学
（
明
石
市
）

団
申
し
込
み
先
Ⅱ
垂
０
７
８
（
９
２
５
）
９
４
０
４
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明弄尭騨

ｎＺＬ（078）904-0501(代）

URLhttp://www$hyoe・coJp

；
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有
馬
温
泉
を
訪
れ
た
折
に
は
、

ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
ほ
し
い
「
有

馬
工
房
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

坂
を
上
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
一
服

す
る
に
は
ぴ
っ
た
り
の
場
所
だ
。

１
階
は
、
有
馬
七
夕
ひ
ょ
う
た

ん
ま
つ
り
（
７
月
６
～
過
日
）

や
ｎ
月
の
大
茶
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
使
わ
れ
る
多
目
的
ホ
ー

ル
。
有
馬
の
伝
統
工
芸
の
実
演

や
、
金
泉
焼
（
陶
芸
）
の
絵
付

け
教
室
な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い

9６

●
有
馬
工
芸
を
体
験
、
気
軽
な
宿
泊
所
と
し
て
も

「
有
馬
工
房
」
オ
ー
プ
ン

＝

凶上

有
馬
歳
事
記

橋
！

和
風
喫
茶
一
有
馬
茶
屋
」
で
お

茶
と
お
ま
ん
じ
ゅ
う
も
い
た
だ

け
る
。２
階
は
ハ
イ
カ
ー
向
け
の
有

料
休
憩
所
。
洋
室
で
１
時
間
７

０
０
円
～
・
会
議
室
は
１
時
間

７
０
０
円
と
格
安
な
の
で
利
用

し
た
い
と
こ
ろ
。
３
階
は
、
有

馬
温
泉
旅
館
協
同
組
合
が
運
営

す
る
小
宿
「
と
う
じ
」
。
素
泊

ま
り
の
簡
易
宿
泊
施
設
な
の
で
、

長
期
滞
在
し
た
い
方
に
お
す
す

め
。
ツ
イ
ン
ル
ー
ム
で
平
日
９

０
０
０
円
～
（
２
名
料
金
）
。

料
金
に
は
外
湯
「
金
の
湯
」
と

る
。
有
馬
の
歴

史
や
見
所
を
展

示
し
た
温
泉
ぎ
ゃ

ら
り
－
で
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た

有
馬
通
に
な
れ

る
。
美
し
い
庭

を
見
な
が
ら
、

和
風
喫
茶
「
有
唾
有
馬
茶
屋
」

〆

TEL（078）904-0675

白乳皇室

姉妹旅航

TEL（０

一
銀
の
湯
」
の
チ
ケ
ッ
ト
が
つ

い
て
い
る
。

場
所
は
温
泉
寺
と
念
仏
寺
に

は
さ
ま
れ
た
場
所
に
あ
り
、
休

憩
所
や
宿
泊
所
の
窓
か
ら
見
え

有馬一望･歴史の名湯

胸櫛緬黒月光園
CEKKD副

泌ﾘ鍵J髄，

美しい庭 和風喫茶

静寂さにつつまれた

くつろぎの宿

陵楓閣

テニスでいい汗

いい湯にとっぷり味に葉う

ＳｕＮＮＹＳｌＤＥＵＰ

ＴＥＬ（078）903-1024

総濡鼠罰ｒ
ｍＬ（078）904-0551

苓斎
}IＹＯＥ

7測稔

ＫＯＨＯＫＡＮ

‘IEL（078）903-2255
向陽闇
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③
応
募
方
法

履
歴
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
↓

’ 一

隅哩画暮壁画r昼－

１

亥〆。

・
写
真
（
６
ヵ
月
以
内
に
撮
影

の
全
身
・
上
半
身
ア
ッ
プ
の
２

枚
）
を
有
馬
温
泉
観
光
総
合
案

内
所
へ
郵
送
（
郵
送
の
み
受
付
）

卵

悪

荷
肖
卜
ｊ
１
Ｌ

２
１
５

●
応
募
締
切

７
月
岨
日
（
土
）
必
着

9７

『国哩画暮邑･唾~昼有
馬
ゆ
か
た
レ
デ
ィ
準
ゅ
か
た
レ
デ
ィ
（
２
名
）

有
馬
温
泉
観
光
協
会
青
年
部
で

は
、
有
馬
温
泉
の
イ
ベ
ン
ト
に

登
場
し
た
り
、
Ｐ
Ｒ
を
行
な
う

「
ゆ
か
た
レ
デ
ィ
」
を
募
集
中
。

本
選
は
８
月
か
ら
開
催
さ
れ
る

「
有
馬
涼
風
川
座
敷
」
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
行
な
わ
れ
る
。
未

婚
・
既
婚
、
自
薦
・
他
薦
問
わ

ず
な
の
で
、
ゆ
か
た
好
き
な
女

性
は
ふ
る
っ
て
ご
応
募
を
！

●
賞
金

ゆ
か
た
レ
デ
ィ
（
１
名
）
Ⅲ
万
円

コ
ン
テ
ス
ト
締
切
迫
る
！

■
有
馬
温
泉
観
光
総
合
案
内
所

〒
６
５
１
１
１
４
０
４

神
戸
市
北
区
有
馬
町
８
２
８

盃
０
７
８
‐
９
０
４
１
０
７
０
８

ぎ
ぎ
ミ
急
君
君
．
胃
自
陣
‐
○
易
９
．

８
日

零 温
泉
ぎ
ゃ
ら
り
－

H１塁 1Ｋ（ =『）

TEL（078）904-0731

る
自
然
が
美
し
い
。
桜
の
季
節
、

新
緑
、
紅
葉
の
季
節
と
、
有
馬

そ
ぞ
ろ
歩
き
の
際
に
立
ち
寄
っ

て
ゆ
っ
く
り
休
憩
す
る
に
は
嬉

し
い
施
設
だ
。

●
応
募
資
格

岨
歳
以
上
の
女
性
（
高

く
）
で
、
神
戸
市
在
住
・

在
職
の
い
ず
れ
か
の
方

⑳
TEL（078）904-3656(代）

ＴＥＬ（078）904-0701

チェックイン１３：00、アウト１２:００

ゆっくりとお過ごしいただけます。

古象風

政府登録国際観光旅館

会談セミナーからご家族づれまで

有島$デランドホテル
ＴＥＬ（078）904-0181

旧
問
い
合
せ

１
．
２
階
「
有
馬
工
房
」

公
０
７
８
‐
９
０
３
１
５
５
５
４

３
階
に
つ
い
て
は

盃
０
７
８
‐
９
０
４
１
０
７
０
８

客室

日本の伝統

数寄屋造りの伽

仁蝶

雅ただようくつろぎの館

､やの葬雪織曾
ＴＥＬ（078）9014-0781

自然の恵みを

湯けむりに伝える

有馬での会食･要会は憧石料理･ｽﾃ

ｰｷが楽しめるいろり亭匪遥」でⅡ
（塁5000円～、夜8000円～）

有馬温泉政府壷録国際観光旅館
銀水ﾖ”11賊

磯牧山
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国

9８

美
と
い
う
も
の
ほ
ど
言
葉
の

定
ま
ら
な
い
も
の
は
な
い
。
時

代
と
流
行
を
乗
り
越
え
て
百
年

以
上
も
良
い
も
の
と
も
な
る
と
、

燦
然
と
輝
き
何
か
超
自
然
的
な

9８

よ
く
繁
っ
た
果
樹
園
の
影
で

摘
今
日
子

垂水生活文化穂会
1000円十税

瓦
篠
の
ま
ち
に
ひ
ま
わ
り
を

荒
井
勤

未
曾
有
の
震
災
は
大
き
な
爪

跡
を
残
し
た
。
日
頃
の
活
動
を

大
切
に
、
人
の
緋
を
大
切
に

「
何
か
を
し
た
い
。
何
か
を
し

て
あ
げ
た
い
」
そ
ん
な
思
い
に

駆
り
立
て
ら
れ
た
震
災
語
り
部

の
思
い
を
綴
る
。

近代文芸社
1500円十税

閏
岡
．
冒
馳
Ｆ
胴
中
異
同
．
】
内
Ｈ
Ｍ
ｎ 神

戸
の

本
棚
神
戸
の

Ｈｆ

ＦＥ

１０

Z巴画ゴ

NTTプリコム

1500円十税
友月書房
952円十税

淡
水
魚
に
か
け
る
夢上
野
敏
彦

淡
水
魚
保
護
が
一
生
の
佳
畢
。

木
村
英
造
と
い
う
偉
大
な
る
個

性
を
鮮
や
か
に
描
く
評
伝
。
こ

の
半
生
の
物
語
に
日
本
の
環
境

問
題
が
重
な
っ
て
見
え
て
く
る
。

暇示達釣

あ
の
森
で
君
と

ハ
ル

人
気
絶
頂
の
バ
ン
ド
の
ボ
ー

カ
ル
が
緊
急
入
院
。
解
散
か
？

岐
路
に
立
た
さ
れ
た
４
人
は
？

音
楽
に
、
人
生
戸
惑
う
若
者
た

ち
の
恋
と
友
情
を
描
く
。

凄
味
の
よ
う
に
さ
え
感
じ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
化
象
の
理
念
の

具
現
で
は
な
く
世
界
と
人
間
を

結
ぶ
宇
宙
の
詩
な
の
だ
。
筆
者

の
繊
細
な
感
性
を
感
じ
る
珠
玉

の
作
品
。

国

少
女

唐
戸
こ
う

表
題
作
『
少
女
』
を
は
じ
め

『
円
環
の
ほ
と
り
に
立
ち
』
『
震

災
の
日
』
な
ど
、
研
ぎ
澄
ま
さ

れ
た
感
覚
で
自
己
内
部
を
巧
み

に
凝
視
す
る
詩
人
の
魂
の
坊
僅
。

戎
籍
索
祭

本の森
900円十税

交
差
点
い
ま
あ
な
た
か
ら
遠
ざ

か
る
し
ば
ら
く
は
そ
の
ま
ま
に
す
る

男
の
手
川
柳
と
出
会
っ
て
七
年
。
恋

愛
、
失
恋
、
就
職
、
入
院
、
手

術
、
そ
し
て
退
職
。
さ
ま
ざ
ま

な
道
の
り
を
川
柳
と
共
に
歩
ん

で
き
た
作
者
の
川
柳
集
。
一
人

で
生
き
る
女
性
の
本
音
に
共
感

で
き
る
。

窯
た
る
み
平
成
菖
葉
集
巻
第
一

垂
水
生
活
文
化
協
会

垂
水
生
活
文
化
協
会
設
立
十

周
年
の
節
目
に
、
区
民
の
積
極

的
な
応
募
か
ら
選
ば
れ
た
作
品

を
集
め
た
歌
集
。

恋
人
よ

た
る
み
平
成
菖
葉
集
巻
第
一

垂
水
生
活
文
化
協
会

垂
水
生
活
文
化
協
会
設
立
十

周
年
の
節
目
に
、
区
民
の
積
極

的
な
応
募
か
ら
選
ば
れ
た
作
品

を
集
め
た
歌
集
。

く
ぎ
煮
す
る
匂
ひ
路
地
に
も
流

れ
き
て
母
在
り
し
日
の
厨
を
思

ふ
織
田
紀
代
子

生
活
に
密
着
し
た
身
近
な
作
品

の
数
々
。
垂
水
区
民
の
文
化
水

準
の
高
さ
を
感
じ
る
。

学
校
の
力
ひ
ょ
う
ご
。

教
育
最
前
線
神
戸
新
聞
社
会
部
編

神
戸
新
聞
に
連
載
の
「
シ
リ
ー

ズ
学
校
」
が
待
望
の
単
行
本
化
。

模
索
す
る
学
校
の
、
い
ま
を
問

う
現
場
に
密
着
し
た
リ
ポ
ー
ト
。

恋
人
よ
鴬
；
侭

協

詔ｈ

＆
脳

画

■

渡
辺
美
輪

編集工房円
1500円十税

神戸新聞総合

出版センター
1500円十税

平凡社
2400円十税

平凡社
2400円十税

☆
今
月
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た

本
を
抽
選
の
上
読
者
の
み
な
さ

ま
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
Ｐ
蝿
プ
レ
ゼ
ン
ト

メ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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《
陳
●
出
‐
戸
Ｒ

〃
＆
ｐ
ｌ
ｐ
Ｌ
ｌ

雲鴬

●
日
時
７
月
羽
日
（
火
）

、
幼
～
哩
釣
（
受
付
９
妬
～
）

②
会
場
神
戸
山
手
大
学
３
号
館

２
階
３
２
１
０
教
室
（
相
楽
園
西
隣
）

、
参
加
費
前
売
・
・
・
８
０
０
円

（
電
話
か
メ
ー
ル
で
申
込
後
、
口
座

に
振
込
。
当
日
振
込
票
控
持
参
の
事
）

当
日
売
１
０
０
０
円

~

「
学
校
給
食
と
子
ど
も
の
健
康
を
考
え
る
会
」

兵
庫
支
部
発
足
Ⅱ

兵
庫
支
部
主
催
幕
内
秀
夫
講
演
会

「
じ
ょ
う
ぶ
な
子
ど
も
を

つ
く
る
基
本
食
」

〈
幕
内
秀
夫
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
５
３
年
生
ま
れ
。
現
代
栄
養
学

か
ら
民
間
食
療
法
、
伝
統
食
ま
で
究
め

た
異
例
の
管
理
栄
養
士
。
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

は
風
土
」
を
提
唱
し
、
食
生
活
の
個
人

相
談
、
講
習
会
、
帯
津
三
敬
病
院
な
ど

で
の
食
事
相
談
を
行
う
．
主
な
著
書
は
、

ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
「
粗
食
の

す
す
め
レ
シ
ピ
集
」
な
ど
多
数
。
フ
ー

ズ
＆
ヘ
ル
ス
研
究
所
主
宰
。
学
校
給
食

と
子
ど
も
の
健
康
を
考
え
る
会
代
表
。

現
在
、
子
ど
も
た
ち
の
間
に
ア
レ
ル

ギ
ー
性
瑞
息
や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な

ど
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
と
し

て
「
食
生
活
の
欧
米
化
」
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
「
教
育
の
一
環
」

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
学
校
給
食
は

本
当
に
子
ど
も
の
健
康
に
役
立
っ
て
い

る
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
成
長
期
の

６
年
間
、
あ
る
い
は
９
年
間
の
学
校
給

食
の
影
響
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
。

学
校
給
食
は
長
い
間
パ
ン
が
主
食
だ
っ

た
。
現
在
も
パ
ン
が
多
い
。
学
校
給
食

も
パ
ン
の
割
合
が
ほ
と
ん
ど
。
し
か
し
、

パ
ン
給
食
で
は
和
食
が
あ
わ
な
い
た
め

に
ど
う
し
て
も
肉
や
魚
に
油
を
多
用
し

た
献
立
に
な
っ
て
し
ま
う
。
パ
ン
に
し

て
も
そ
れ
だ
け
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
の

で
バ
タ
ー
や
ジ
ャ
ム
と
い
っ
た
加
工
食

品
が
多
く
な
っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
問

題
点
が
パ
ン
を
米
に
換
え
る
こ
と
に
よ

り
低
減
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
度
、
兵
庫
支
部
が
発
足
さ
れ
た

こ
と
を
機
に
、
幕
内
秀
夫
代
表
に
よ
る

講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の

健
康
や
食
生
活
、
学
校
給
食
の
完
全
米

飯
化
の
意
義
に
つ
い
て
訴
え
る
。
「
ご

は
ん
（
伝
統
食
）
」
の
大
切
さ
に
つ
い

て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

9９

（
》

＆辞世

o唱卜畦1ＷＴＭ駅誤りに少⑨万

･JR元町駅･阪神元日T駅･阪主花阿I駅より徒歩１０分

（
事
前
に
予
約
の
事
）

●
お
問
合
せ
・
申
込

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
７
８
ｌ
９
９
８
－
４
４
４
８

（
受
付
時
間
９
》
帥
～
加
的
山
本
）

メ
ー
ル
日
Ｃ
畠
⑨
胃
ｎ
．
函
呂
●
胃
●
旨

振
込
先
郵
便
振
替

口
座
番
号
０
０
９
２
９
‐
。
と
４
５
２
５
７

口
座
名
学
校
給
食
と
子
ど
も
の
健

康
を
考
え
る
会
兵
庫
支
部

（
申
込
の
際
、
氏
名
・
住
所
・
Ｔ
Ｅ

Ｌ
・
託
児
申
込
・
前
売
虹
当
日
売
を

通
知
の
事
）

主
催
学
校
給
食
と
子
ど
も
の
健
康
を

考
え
る
会
兵
庫
支
部

後
援
兵
庫
県
・
兵
庫
県
教
育
委
員
会
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
兵
庫
県
有
機
農
業

研
究
会

＜会渦案内図がんばって歩こうＩ＞
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蝿

亡
コ
で
の
叶
耳
○
ｍ
詣
○
Ｑ
の
六
○
す
の
い
つ
。
②
そ
の
④

ホ
ン
モ
ノ
の
岩
茶
が
飲
め
る
カ
フ
ェ

神
戸
岩
茶
荘
ｆ
ａ
ｎ
ｆ
ａ
ｎ

信
時
哲
郎

神
戸
市
中
央
区
布
引
町
２
１
２
１
岨

Ⅲ
０
７
８
（
２
６
２
）
８
１
０
３

営
業
時
間
、
恥
帥
～
虹
“
帥

定
休
日
火
曜
日

ご
ｇ
ミ
言
言
貫
ｍ
ｇ
ｏ
富
．
８
日

漣仏Ｉ
．.蕊』
&〃強Ｉ雷

一ハ

E減：

蝋

蓮華
_q，

子
瀦
噸
蝿
鯛
踊
砿
戦
織
鮮
雑

国
・
大
連
で
お
土
産
用
の
お
茶
を
買
お
う
と
し
た
時
、
羅

正
隆
さ
ん
（
弱
）
の
人
生
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
福
建
省
の
出
身
だ
と
い
う
店
の
人
が
「
私
の
住
ん
で

い
た
と
こ
ろ
で
は
、
こ
ん
な
お
茶
を
飲
ん
で
ま
す
。
」
そ

1００

準
一

、
Ⅲ
、
Ⅲ

一
一
陸
Ｆ
ｒ

う
言
っ
て
岩
茶
を
飲
ま
せ
て
く
れ
た
か
ら
だ
。
こ
ん
な
に

強
い
香
り
の
お
茶
を
、
今
ま
で
飲
ん
だ
こ
と
が
な
い
…
…

フ
ル
ー
ツ
の
輸
入
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
羅
さ
ん
は
、

そ
れ
か
ら
岩
茶
に
関
す
る
文
献
を
読
み
漁
り
、
翌
年
、
福

建
省
の
武
夷
山
に
向
か
っ
た
。

こ
の
山
の
岩
肌
に
へ
ば
り
つ
く
よ
う
に
し
て
自
生
し
て

い
る
の
が
岩
茶
。
皇
帝
の
お
茶
と
し
て
珍
重
さ
れ
、
樹
齢

数
百
年
と
言
わ
れ
る
原
木
か
ら
取
れ
る
お
茶
は
、
皿
グ
ラ

ム
で
も
１
０
０
万
円
は
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
山
麓
部

で
作
ら
れ
た
も
の
も
半
岩
茶
と
呼
ば
れ
、
な
か
な
か
手
に

入
ら
な
い
そ
う
だ
。

羅
さ
ん
が
武
夷
山
に
辿
り
着
く
と
、
た
く
さ
ん
の
お
茶

屋
が
並
び
、
ど
こ
も
「
う
ち
は
ホ
ン
モ
ノ
だ
よ
」
と
呼
び

込
み
を
し
な
が
ら
店
内
に
招
き
入
れ
よ
う
と
す
る
。
何
軒

か
に
立
ち
寄
っ
て
試
飲
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
大
連
で
の

感
動
を
再
現
し
て
く
れ
る
よ
う
な
お
茶
に
は
出
会
え
な
か
つ

－

‐＝亀＝琴〆

望鰯遜
喜／：

一
）
》

｜
も
蕊

』
毒

黒
ﾉア

一

一二骨三雲葵墾夢〆
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の
ぶ
と
き
て
つ
ろ
う

脚
年
神
奈
川
県
横
浜
市
生
ま
れ
。
神
戸
山
手
大
学
人
文
学
部
環
境

文
化
学
科
で
宮
沢
賢
治
や
都
市
と
文
学
に
つ
い
て
教
え
て
い
る
。

た
。
な
か
ば
諦
め
か
け
た
頃
、
他
の
店
と
は
違
っ
て
、
派

手
な
呼
び
込
み
を
全
く
し
て
い
な
い
店
を
見
つ
け
た
。
と

り
あ
え
ず
試
飲
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
あ
の
大
連
で

の
感
動
が
蘇
っ
て
き
た
。
店
の
人
は
、
次
か
ら
次
に
お
茶

を
出
し
て
く
れ
た
が
、
そ
の
ど
れ
も
が
す
ば
ら
し
い
も
の

だ
っ
た
。
「
こ
れ
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
ぞ
」
。
羅

さ
ん
は
、
こ
の
時
、
そ
う
思
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
か
ら
日
本
に
戻
っ
て
〈
岩
茶
〉
と
呼
ば
れ
て
い
る

お
茶
を
買
い
集
め
て
み
た
が
、
立
派
な
の
は
値
段
だ
け
。

大
連
で
の
感
動
は
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
「
ホ
ン
モ
ノ
を
手
に
入
れ
る
に
は
こ
の
方
法
し
か
な
い
」
、

と
思
っ
て
武
夷
山
で
見
つ
け
た
茶
屋
と
代
理
店
契
約
を
結

び
、
二
○
○
○
年
十
月
に
は
、
カ
フ
ェ
を
開
店
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

南
京
町
か
ら
も
三
宮
駅
か
ら
も
離
れ
、
最
寄
の
新
神
戸

駅
か
ら
も
徒
歩
５
分
と
い
う
立
地
だ
が
、
バ
ス
通
り
に
面

し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
「
気
に
な
っ
た
の
で
寄
っ
て

み
た
」
と
い
う
お
客
さ
ん
が
訪
れ
る
こ
と
が
多
く
、
リ
ピ
ー

タ
ー
も
増
え
て
き
た
と
い
う
。

店
内
の
イ
ン
テ
リ
ア
や
音
楽
に
は
、
西
洋
の
要
素
が
取

り
入
れ
ら
れ
、
老
若
男
女
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
に
く
つ

ろ
げ
る
雰
囲
気
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
お
茶
一
杯
に

８
０
０
円
は
高
い
と
い
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
が

（
も
っ
と
も
極
上
の
中
国
茶
は
急
須
で
十
数
煎
飲
ん
で
も
、

ほ
と
ん
ど
味
は
劣
化
し
な
い
）
、
一
度
、
店
を
訪
ね
て
み

れ
ば
、
お
茶
の
味
と
香
り
、
そ
し
て
お
菓
子
の
ど
れ
も
が

絶
品
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。

「
最
近
に
な
っ
て
、
岩
茶
と
陰
陽
五
行
説
の
関
係
が
わ

か
っ
て
き
た
ん
で
す
。
お
茶
に
付
け
ら
れ
た
名
前
の
一
つ

一
つ
に
も
そ
れ
は
影
響
し
て
い
て
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
奥

行
き
の
深
さ
を
感
じ
ま
す
ね
。
」

青
。
赤
・
黄
・
白
・
黒
に
大
別
さ
れ
た
お
茶
は
、
色
ご

嚇舎‘

j篭

岩
茶
（
青
赤
黄
白
黒
）
＋
お
菓
子
八
○
○
円
～

青
…
百
歳
香
、
正
岩
水
仙

赤
…
小
紅
抱
、
状
元
紅

黄
…
半
天
腰
、
肉
桂

白
…
白
牡
丹
、
白
毛
狼

黒
…
夜
平
香
、
単
叢
水
仙
な
ど

と
に
効
能
が
異
な
り
、
予
防
薬
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
効
力

を
発
揮
す
る
の
だ
と
い
う
。

ブ
ー
ム
と
い
わ
れ
る
中
国
茶
だ
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が

先
行
し
て
い
る
感
じ
は
否
め
な
い
。
そ
ろ
そ
ろ
ホ
ン
モ
ノ

の
岩
茶
を
使
っ
た
、
ホ
ン
モ
ノ
の
中
国
茶
の
世
界
に
足
を

踏
み
入
れ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
中
国
茶
が
好
き
だ
と
い
う

人
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
か
っ
て
羅
さ
ん
が
大
連
で
感
じ

た
の
と
同
じ
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
は
ず
で
あ
る
。

鶏
Ｌ一罫

；§夢「

循
鐸
山

弓
１

＝９
４鈴
昏

雇耐何
一念山

璽鋼1『

管ｉ

対葡

墜
飼
唖
要
？

ロ

▲店内ではお茶や茶器の販売もしている

＜筆者宅の茶壷（チャフー）
もここで買ったもの

ず
巳
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そ
の
日
の
オ
ー
ド
ブ
ル
・

メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
ボ
ー
ド
に

啓
か
れ
た
中
か
ら
選
ぶ

前
日
に
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、

材
料
を
仕
入
れ
、
次
の
日
の
メ

ニ
ュ
ー
が
決
ま
る
。

デ
ィ
ナ
ー
は
コ
ー
ス
で

２
５
０
０
円
～
。
オ
ー
ド
ブ
ル

と
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、
日

替
り
で
ボ
ー
ド
に
書
か
れ
た
お

料
理
か
ら
チ
ョ
イ
ス
。
デ
ザ
ー

ト
も
も
ち
ろ
ん
自
家
製
で
、
プ

チ
ケ
ー
キ
な
ど
が
ず
ら
り
。
デ

ザ
ー
ト
は
別
腹
、
の
女
性
で
も

大
満
足
す
る
は
ず
。
ワ
イ
ン
も

豊
富
に
そ
ろ
っ
て
い
て
、
グ
ラ

ス
ワ
イ
ン
が
４
０
０
円
～
。
「
お

料
理
に
合
う
も
の
を
お
す
す
め

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
基

本
的
に
は
好
き
な
も
の
を
飲
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
が
い
ち
ば
ん

で
す
」
と
和
田
さ
ん
。
ワ
イ
ン

も
お
手
頃
価
格
な
の
で
、
グ
ル

ー
プ
な
ら
１
本
頼
む
方
が
お
得
。

き
っ
ぱ
り
魚
介
だ
け
の

お
い
し
い
フ
レ
ン
チ

ビ
ス
ト
ロ
「
齢
恥
牌
臥
Ｔ
Ｆ
昨
」

フ
レ
ン
チ
の
メ
イ
ン
は
ス
テ

ー
キ
だ
よ
な
ｌ
と
思
っ
て
い
る

あ
な
た
、
損
を
し
て
い
ま
す
！

こ
ミ
ピ
系
ト
ロ
両
Ｖ
１
ｇ
ｎ
Ｏ
＆

の
魚
介
フ
レ
ン
チ
を
食
べ
た
ら
、

そ
ん
な
こ
と
は
言
っ
て
い
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
・
・
・
。

場
所
は
Ｊ
Ｒ
六
甲
道
駅
を
南

に
徒
歩
２
分
。
最
近
、
新
し
い

レ
ス
ト
ラ
ン
や
お
店
が
続
々
登

場
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
白
い
壁

に
三
色
旗
を
あ
し
ら
っ
た
お
し

ゃ
れ
な
フ
ァ
ザ
ー
ド
。
小
窓
か

ら
中
の
厨
房
の
よ
う
す
が
見
え

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
ー
ス
を
つ

く
る
小
さ
な
鍋
が
並
ん
で
い
る
。

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
は
和
田
典
茂

さ
ん
。
東
京
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
、

フ
ラ
ン
ス
の
ビ
ス
ト
ロ
な
ど
で

修
業
し
て
き
た
、
若
手
シ
ェ
フ

ぴ
っ
と

Ⅲ
困
卜
弓
Ｂ
ハ
ニ
マ
ｊ
Ｉ
０
■
■
■
■
■
■
一
■
二

い

ん

だ
。
な
ん
と
い
っ
て
も
お
す
す
め

は
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
。
エ
ビ
や
ム

ー
ル
貝
を
は
じ
め
と
す
る
魚
介

が
た
っ
ぷ
り
で
、
ス
ー
プ
は
た

く
さ
ん
の
食
材
を
煮
込
ん
だ
し

っ
か
り
と
し
た
味
な
が
ら
も
、

驚
く
ほ
ど
あ
っ
さ
り
。
和
田
さ

ん
が
独
学
で
創
り
上
げ
た
味
。

実
は
和
田
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
が

和
歌
山
で
漁
師
さ
ん
を
し
て
い

て
、
だ
か
ら
こ
ん
な
に
ぜ
い
た

く
な
魚
介
料
理
を
、
お
手
頃
な

価
格
で
作
れ
る
と
い
う
わ
け
。

■為

〕（

四Ｊ

ー

K蝿醐割 ;線 蕊
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
和
田
さ
ん

ｌ
胃

1０２

若
手
パ
テ
ィ
シ
エ
の
技
と

挑
戦
が
光
る
ケ
ー
キ
シ
ョ
ッ
プ

「
ｃ
ｈ
●
ず
醇
貼
’
一
蔀
ｔ

吋
殊
ｐ
ｍ
ｍ
し
ｌ
ど

神
戸
と
い
え
ば
洋
菓
子
。
北

野
坂
に
、
新
し
い
ス
イ
ー
ッ
の

店
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
お
菓
子

好
き
な
あ
な
た
は
、
も
う
の
ぞ

い
て
み
ま
し
た
か
？

有
名
な
ブ
ラ
ン
ド
店
で
修
業

を
積
ん
だ
有
能
な
パ
テ
ィ
シ
エ

一＝

ﾛ,g･骨両ｔＭ，
■却戚這日
哩辱.叫々U
pE小再
哩4四図

一一

。
君
竿
▲

》
一

Ｒ

お
し
ゃ
れ
な
店
先

ﾘー
■
Ａ
Ｖ
ｉ
ｇ
ｎ
Ｏ
ｎ

神
戸
市
篭
区
桜
口
町
５
１
１
１
１

ウ
ェ
ル
ブ
六
甲
道
５
番
街
１
番
館
Ｗ
唖

公
Ｏ
７
８
１
８
４
２
Ｉ
３
３
２
４

荊
叩
釦
～
科
帥
叩
／
打
函
的
～
創
即
叩

水
曜
休 大

サ
ー
ビ
ス
の
ラ
ン
チ
は
コ

ー
ス
で
１
５
０
０
円
～
。
安
く

て
も
し
っ
か
り
と
し
た
コ
ー
ス

料
理
で
、
ま
ず
は
下
見
と
い
う

方
に
は
最
適
。
も
う
い
ち
ど
行

き
た
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
。
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異
色
の
和
風
造
り
の
喫
茶
店

伽
排
庵
「
夢

や
、
新
進
気
鋭
の
若
手
パ
テ
ィ

シ
エ
過
人
が
お
菓
子
作
り
を
手

掛
け
て
い
る
。
彼
ら
が
若
手
の

感
覚
で
、
新
し
い
ケ
ー
キ
を
続
々

考
案
。
他
で
は
ち
ょ
っ
と
見
か

け
な
い
素
材
や
見
せ
方
で
、
女

性
を
中
心
に
す
で
に
大
好
評
だ
。

生
ケ
ー
キ
は
常
に
別
種
類
以
上
。

店
内
中
央
に
置
か
れ
た
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
の
中
に
は
、
見
た
目
も

か
わ
い
い
、
お
い
し
い
ケ
ー
キ

が
ず
ら
り
。
チ
ャ
イ
と
コ
コ
ナ

ッ
ツ
の
パ
ン
ナ
コ
ッ
ト
（
３
８
０

円
）
、
き
な
粉
の
ブ
ラ
マ
ン
ジ

ェ
（
３
５
０
円
）
な
ど
、
和
菓

子
の
味
も
プ
ラ
ス
し
た
ア
ジ
ア

系
の
デ
ザ
ー
ト
が
人
気
。
こ
れ

か
ら
も
ど
ん
ど
ん
新
し
い
メ
ニ

ュ
ー
が
増
え
て
い
く
と
の
こ
と
。

店
内
に
は
カ
フ
ェ
ス
ベ
ー
ス

も
あ
り
、
ケ
ー
キ
と
と
も
に
、

ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
ハ

ー
ブ
テ
ィ
ー
な
ど
ド
リ
ン
ク
は

す
べ
て
３
５
０
円
。

腕をふるう

上品な和の家具が多数

回
草
神
戸
市
灘
区
弓
の
木
町

（
Ｊ
Ｒ
六
甲
道
駅
よ
り
東
へ
７
０
０
ｍ
）

冠
０
７
８
１
８
５
６
１
３
５
４
５

火
曜
休

“
、
、

見た目もかわいい生ケーキ

豊富に揃う焼き栗子

ク
ッ
キ
ー
や
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ

な
ど
の
焼
き
菓
子
も
豊
富
で
、

チ
ヨ
イ
ス
し
て
箱
詰
め
に
し
て

手
土
産
に
も
ぴ
っ
た
り
。
朝
は

８
時
か
ら
、
夜
中
の
１
時
鋤
分

ま
で
営
業
中
○
開
店
後
す
ぐ
は
、

生
ケ
ー
キ
は
準
備
中
な
の
で
、

焼
き
菓
子
の
み
の
販
売
と
な
る
。

■
Ｃ
ｈ
ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｉ
ａ
ｔ
ｒ
ｅ
ｐ
ｕ
・
ｂ
ｌ
ｉ
Ｃ

神
戸
市
中
央
区
加
納
町
４
１
８
１
７

垂
０
７
８
丁
上
３
２
１
１
３
６
６
６

８
函
叩
～
翌
１
弱
叩

無
休

最
近
、
六
甲
周
辺
に
異
色
の

お
店
が
次
々
に
発
見
で
き
て
嬉

し
く
な
る
。
Ｊ
Ｒ
六
甲
道
駅
よ

0３

一
見
、
小
料
理
屋
さ
ん
か
と
思
う
が
、

喫
茶
店
で
す

り
山
側
の
高
架
沿
い
に
東
へ
約

７
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
、
な
ん

の
変
哲
も
な
い
道
を
歩
く
と
、

徳
井
か
ら
弓
木
に
上
る
道
筋
の

か
ど
に
、
今
評
判
の
手
作
り
パ

ン
の
店
「
紬
人
与
誇
呈
が
あ
る
。

そ
の
先
に
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

と
、
目
を
見
張
る
訓
誹
庵
魂
呈

が
。
ど
こ
か
の
田
舎
か
ら
移
築

し
た
か
と
思
わ
せ
る
、
店
先
、

そ
し
て
店
内
に
ま
ず
驚
か
さ
れ

る
。
ま
し
て
オ
ー
ナ
ー
の
曽
谷
近

代
さ
ん
が
、
約
５
年
前
に
こ
の

店
を
オ
ー
プ
ン
さ
れ
た
動
機
が
、

ジ
ャ
ズ
歌
手
の
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー

浅
田
さ
ん
か
ら
「
あ
な
た
は
絵

を
描
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ

れ
ら
し
い
お
店
を
さ
れ
た
ら
」

と
す
す
め
ら
れ
た
か
ら
だ
と
か
。

古
材
を
使
っ
た
和
風
造
り
の
店

内
。
今
様
式
の
「
い
や
し
」
に

対
応
し
た
よ
う
な
店
づ
く
り
で
、

「
い
や
し
」
病
の
患
謝
さ
ん
は
、

こ
の
お
店
で
解
消
さ
れ
る
こ
と

う
け
あ
い
で
す
。

評
判
は
深
く
静
か
に
潜
行
し

て
、
建
築
家
・
イ
ン
テ
リ
ア
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
閑
で
密
か
に
流
行

し
て
い
る
よ
う
で
、
そ
れ
ら
し

い
雰
囲
気
の
お
客
さ
ん
が
来
ら

れ
て
い
る
の
で
は
？
と
見
受
け

ら
れ
る
。

何
も
考
え
ず
、
何
も
す
る
こ

と
が
な
い
…
と
き
に
、
ふ
と
思

い
浮
か
べ
て
訪
れ
る
の
に
は
も

っ
て
こ
い
。
ぜ
ぴ
推
薦
し
た
い

お
店
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
す
。

八
文
責
／
大
崎
泰
三
Ｖ
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元永定正

シリーズ第1回に出演）

Ａ
Ｄ
Ｋ
・
夏
の
芸
塾

「
感
動
へ
の
憧
信
」
シ
リ
ー
ズ

③
第
１
回
「
無
言
の
癒
し
と
励
ま
し
」

７
／
相
（
日
）
氾
弛
”
～
幅
叩
”

出
演
水
島
石
根
（
彫
刻
家
）

元
永
定
正
（
画
家
）

会
場
ア
ー
ト
カ
レ
ッ
ジ
神
戸

（
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
）

●
第
２
回
「
音
が
生
む
音
」

７
／
ね
（
土
）
帽
、
卯
～
杷
吋
叩

出
演
佐
藤
允
彦
（
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

会
場
ジ
ー
ベ
ッ
ク
ホ
ー
ル

（
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
）

●
第
３
回
「
身
体
表
現
を
考
え
る
」

７
／
誼
（
土
）
旧
哩
叩
～
柘
酪
叩

出
演
江
口
乙
矢
（
現
代
舞
踊
家
）

会
場
神
戸
国
際
大
学
（
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
）

●
第
４
回
「
ユ
リ
シ
ｉ
ズ
の
行
方

詩
の
未
来
」

８
／
２
（
土
）
杷
恥
叩
～
杷
咋
叩

出
演
白
石
か
ず
こ
（
詩
人
）
＆

船
戸
博
史
（
ベ
ー
シ
ス
ト
）

会
場
ジ
ｉ
ベ
ッ
ク
ホ
ｉ
ル

（
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
）

●
参
加
費

大
人
一
日
券
２
５
０
０
円

（
前
売
２
０
０
０
円
）

通
し
券
６
０
０
０
円
（
特
典
つ
き
）

●
問
い
合
せ
（
Ａ
Ｄ
Ｋ
泰
務
局
）

壷
０
７
８
１
３
６
６
１
０
５
３
６

三
ｓ
酌
ミ
ミ
乏
乏
．
ユ
『
Ｏ
い
つ
，
。
◎
ヨ

ア
ク
シ
オ
ン
・
デ
ィ
ナ
ミ
ッ

ク
・
神
戸
（
略
称
恥
Ａ
Ｄ
Ｋ
）
は
、

現
代
美
術
家
・
宮
崎
み
よ
し
を

中
心
に
、
美
術
家
、
画
廊
主
宰

者
、
英
語
教
師
な
ど
市
民
が
集

ま
っ
て
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

ァ
ー
ト
を
メ
デ
ィ
ア
に
、
神
戸

再
生
を
試
み
る
こ
と
を
目
的
に

Ａ
Ｄ
Ｋ
・
夏
の
芸
塾

元永定正

(シリーズ第１回に出演）

lＯ４

Ａ
Ｒ
Ｔ イベント・

スケジュール

2003”07-08

ク
リ
ム
ト

ー
９
０
０
年

ウ
ィ
Ｉ
ン
の
女
神
展

噸
搾
粋
郷
知
ｗ
琴
（
・
理
曜
～
零
ｍ
）

月
暇
休
館

兵
庫
県
立
美
術
館
（
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
）

一
般
１
５
０
０
円

大
高
生
１
２
０
０
円

岨
世
紀
末
か
ら
即
世
紀
に

か
け
て
、
ウ
ィ
ー
ン
の
美
術
界

に
君
臨
し
た
巨
人
、
ゲ
ス
タ
フ
・

ク
リ
ム
ト
。
彼
の
代
表
作
品
と

と
も
に
、
同
時
期
の
画
家
た
ち

の
作
品
を
加
え
、
黄
金
期
ウ
ィ

ー
ン
の
華
麗
な
女
性
像
を
一
堂

に
紹
介
す
る
。

ゲ
ス
タ
フ
・
ク
リ
ム
ト
、
彼

の
代
表
作
品
と
と
も
に
、
同
時

期
の
画
家
た
ち
の
作
品
を
加
え
、

黄
金
期
ウ
ィ
ー
ン
の
華
班
な
女

性
像
を
一
堂
に
紹
介
す
る
。

宝
ミ
ー
リ
ェ
ー
フ
レ
ー
ゲ
の
肖
像
」

１
９
０
２
年

◎
ゴ
ゴ
の
８
一
一
の
呂
０
コ
Ｏ
『
エ
ー
の
５
『
一
⑩
。
ゴ
の
い

三
こ
め
の
匡
ヨ
ロ
の
『
の
苗
旦
一
三
一
の
．

:鯵堂畢一躍塁鍵,‘

溌蕊
匙澱

:､戯？

iii雲i
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結
成
さ
れ
た
ユ
ニ
ッ
ト
。

今
回
の
企
画
は
、
画
家
、
音

楽
家
、
ダ
ン
サ
ー
、
詩
人
な
ど

四
半
世
紀
に
及
ぶ
創
作
活
動
を

続
け
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

招
き
、
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
話

と
ア
ク
シ
ョ
ン
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
繰
り
広
げ
る
。
「
人
間

復
興
」
と
「
神
戸
文
化
の
再
生
」

に
む
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貯
え

よ
う
と
い
う
も
の
。

結
成
さ
れ
た
ユ
ニ
ッ
ト
。

今
回
の
企
画
は
、
画
家
、
音

楽
家
、
ダ
ン
サ
ー
、
詩
人
な
ど

四
半
世
紀
に
及
ぶ
創
作
活
動
を

続
け
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

招
き
、
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
話

と
ア
ク
シ
ョ
ン
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
繰
り
広
げ
る
。
「
人
間

復
興
」
と
「
神
戸
文
化
の
再
生
」

に
む
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貯
え

よ
う
と
い
う
も
の
。

'ヰミ

こ
う
ぶ
ん
こ
う
ぞ
う

夏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
０
３

７
／
９
（
水
）
～
指
（
火
）

加
韓
叩
～
ね
碑
”

神
戸
阪
急
百
貨
店
６
階
美
術
サ
ロ
ン

童
画
家
・
こ
う
ぶ
ん
こ
う
ぞ

う
の
、
毎
年
恒
例
夏
の
個
展
。

新
作
も
多
数
。

作
家
公
式
Ｈ
Ｐ

戸
庁
痔
ロ
恥
、
、
Ｐ
ｍ
Ｐ
の
．
ロ
の
侍

ｄ戸

ユ
刑
個
■
■
Ｉ
Ｂ
Ｆ
『
‐
ａ

Ｎ
Ｃ
・

■
画
ｄ
＊

ロ
刑
拙
】

出
、

Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ

矛

lＯ４

花
芸
安
達
流
・

花
芸
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
花
」

７
／
印
（
日
）
相
恥
叩
～
”
恥
叩

神
戸
国
際
展
示
場

（
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
「
市
民
広
場
」
訳
）

●
参
加
費
７
０
０
０
円

（
花
材
・
器
・
お
茶
代
込
）

●
申
込
み
先

花
芸
安
達
竜
兵
庫
県
支
部
理
事
・

中
村
節
瞳

盃
０
７
９
８
１
５
１
１
７
７
８
１

言
日
然
の
心
を
生
け
る
」

安
達
瞳
子
が
主
宰
す
る
花
芸
・

安
達
流
兵
庫
県
支
部
・
京
都
府

支
部
の
花
芸
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
主

宰
者
で
あ
る
安
達
瞳
子
と
、
後

継
者
・
安
達
育
を
迎
え
、
ミ
ニ

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の

花芸安這流主宰･安達瞳子（右）安遠青

『

第
２
回
け
ん
み
ん
シ
ネ
マ

「
ユ
キ
エ
」

７
／
ね
（
土
）

加
岬
”
／
ね
如
叩
／
幅
恥
叩

一
般
１
０
０
０
円

こ
う
ぶ
ん
こ
う
ぞ
う

夏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
０
３

７
／
９
（
水
）
～
指
（
火
）

加
韓
叩
～
ね
碑
”

神
戸
阪
急
百
貨
店
６
階
美
術
サ
ロ
ン

童
画
家
・
こ
う
ぶ
ん
こ
う
ぞ

う
の
、
毎
年
恒
例
夏
の
個
展
。

新
作
も
多
数
。

作
家
公
式
Ｈ
Ｐ

戸
庁
痔
ロ
恥
、
、
Ｐ
ｍ
Ｐ
の
．
ロ
の
侍

他
、
実
習
で
は
お
こ
方
よ
り
直

接
制
作
の
指
導
を
受
け
る
。
手

作
り
の
ワ
イ
ヤ
ー
器
に
花
を
生

け
る
「
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の

花
」
と
い
う
身
近
な
作
品
が
実

習
の
テ
ー
マ
。
花
芸
会
員
だ
け

で
な
く
、
一
般
参
加
者
も
弊
集

し
て
い
る
。
事
前
申
し
込
み

（
盃
０
７
９
８
１
５
１
１
７
７
８
１
）

が
必
要
。

第
２
回
け
ん
み
ん
シ
ネ
マ

「
ユ
キ
エ
」

７
／
ね
（
土
）

加
岬
”
／
ね
如
叩
／
幅
恥
叩

一
般
１
０
０
０
円

、
歳
以
上
９
０
０
円

け
ん
み
ん
ホ
ー
ル
（
兵
庫
県
民
会
館
９
階
）

垂
０
７
８
１
３
３
１
‐
６
１
０
０

神
一
戸
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場
が
主

催
す
る
け
ん
み
ん
シ
ネ
マ
。

１
９
９
７
年
の
作
品
「
ユ

キ
エ
」
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ル
イ

ジ
ア
ナ
を
舞
台
に
、
初
老
の
ア

メ
リ
カ
人
の
夫
と
、
ア
ル
ッ
ハ

イ
マ
ー
に
お
そ
わ
れ
た
日
本
人

の
妻
の
夫
婦
愛
の
ド
ラ
マ
。
映

画
界
の
巨
匠
・
新
藤
兼
人
が
脚

本
を
担
当
し
、
夫
婦
の
緋
を
丹

念
に
描
き
、
監
督
は
本
作
が
デ

ビ
ュ
ー
作
と
な
る
松
井
久
子
。

出
演
は
倍
賞
美
津
子
、
ボ
ー
・

ス
ベ
ン
ソ
ン
他
。

他
、
実
習
で
は
お
こ
方
よ
り
直

接
制
作
の
指
導
を
受
け
る
。
手

作
り
の
ワ
イ
ヤ
ー
器
に
花
を
生

け
る
「
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の

花
」
と
い
う
身
近
な
作
品
が
実

習
の
テ
ー
マ
。
花
芸
会
員
だ
け

で
な
く
、
一
般
参
加
者
も
弊
集

し
て
い
る
。
事
前
申
し
込
み

（
盃
０
７
９
８
１
５
１
１
７
７
８
１
）

が
必
要
。
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愛
読
者
チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

★
神
一
足
、
立
小
磯
記
念
美
術
館

「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
公
開
」

（
７
／
４
～
９
／
翌
ベ
ア
５
組

☆
兵
庫
県
立
美
術
館
「
ク
リ
ム
ト
」

ペ
ア
３
組

☆
市
民
映
画
劇
場
８
月
例
会
「
プ

ロ
ミ
ス
」
（
８
／
空
・
翌
ペ
ア
３

組★
映
画
館
招
待
券

●
パ
ル
シ
ネ
マ
し
ん
こ
う
え
ん
〈
湊

川
公
園
）
２
名

７
／
４
～
巧
「
ダ
ー
ク
・
ブ
ル
ー
」

「
パ
テ
ィ
ニ
ョ
ー
ル
お
じ
さ
ん
」
▽

７
／
Ｍ
～
型
「
８
人
の
変
造
「
デ

ュ
ラ
ス
ー
愛
の
蛾
終
車
」
▽
７
／

お
～
８
／
６
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
フ

ォ
ー
・
コ
ロ
ン
バ
イ
ン
」
「
猟
奇
的

な
彼
女
」

●
ペ
レ
ー
ネ
シ
ネ
マ
（
西
区
）
ベ

ア
５
組

上
映
中
１
７
／
肥
「
ベ
ッ
カ
ム
に

恋
し
て
」
▽
上
映
中
～
７
／
昭
「
母

と
子
」
▽
７
／
４
～
８
／
１
「
（

ト
ル
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
２
」
▽
７
／
旧

１
８
／
”
「
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
」

▽
８
〆
陥
～
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
５

５
５
」

●
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
（
ハ
ー
バ
ー
ラ

ン
ド
）
２
名

上
映
中
１
７
／
肥
「
ミ
ニ
ミ
ニ
大

作
戦
」
▽
７
／
吃
～
「
タ
ー
ミ
ネ

ー
タ
ー
３
」
▽
７
／
ね
～
「
踊
る

大
捜
在
線
２
」
▽
７
〆
凹
Ｉ
「
ポ

ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
」

●
西
灘
劇
場
（
灘
区
水
道
筋
）
ペ

ア
５
組

上
映
中
～
７
／
Ⅲ
「
小
さ
な
中
国

の
お
針
子
」
「
至
福
の
と
き
」
▽
７

〆
廻
ｉ
霧
「
ス
コ
ル
ピ
オ
ン
の
恋

ま
じ
な
い
」
「
マ
イ
ラ
プ
リ
ー
フ
ィ

ア
ン
セ
」
▽
７
／
調
１
８
／
８
「
明

日
、
陽
は
ふ
た
た
び
」
「
ダ
ー
ク
ー

プ
ル
ー
」

※
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
①
希

望
す
る
チ
ケ
ッ
ト
（
劇
場
名
）
②

住
所
・
氏
名
③
電
話
番
号
④
今
月

号
の
感
想
を
書
い
て
〒
６
５
０
１

０
０
１
１
神
戸
市
中
央
区
下
山

手
通
２
１
個
１
３
建
創
ビ
ル
４
階

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
３
３
１
２
７
９
５
）

「
月
刊
神
戸
っ
子
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ

ン
ト
」
係
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

1０５

⑳ライブ八ウス・スケジュール

■チキンジョージ

則蝋‘ド１５(土）Ｊ＆Ｂ

６（日）松ケ下宏之ロ

７<月〉ﾐﾗｸﾙﾔﾝグ7Theピーズ
ノLＯＳＴｌＮＴｌＭＥ

８（火）畠山美由紀
１１（金）木村充揮&近藤房之助
１３(日〉175Ｒ
１７（木）板橋文夫ｽベｼｬﾙｾｯｼｮﾝ
18（金）本田雅人
19<土)20(日)21<月）

ThreBDaysofGOSPELNlGHT
25（金）仲井戸‘℃HABO"閥市
27（日）ﾁｷﾝガー ﾘｯｸステーキ

■ピアジュリアン
TEL､078.391-8081

３（木）重水由紀〈vo)片桐えみ(p）
４（金）田中希美〈vo)近藤美香(P〉
５<土）辻本恵子(p）
６（日）上野明子(il)落合桜(P）
７（月）重水由紀(v◎>辻本恵子(P）
８<火）西本淳(Sax)村手智佳子くP〕
９<水）ゆうきじゆん

１０（木）近藤美香〈p）
１１（金）久保田裕美(fi)植田浩徳(P）
１２<土）大迫さゆり(p）
１３(日〉奥野香縦(p）
１４（月）小笠原薫(v､)山内尚子(P）
１５（火）ジャズ原田紀子中山良一
松田忠信

１６（水）高山郁子(ｵー ポｴ)本吉優子
（v､)田中靖子(p）

１７（木）鈴木華重子(p）
１８（金）寺内智子(vo)藤江圭子(p）

v､)山内尚子(p）
紀子中山良一

２０（日）
22(火)
23（水）
24（木）

25（金）

26(土〉
27（日）
２８(月)

29<火）
30<水〉
31（木）

国Ｈｏ

辻本恵子(p〉
馬場清孝(vo)多久江里子(p）
西本淳(Sax)植田浩徳(p）

TEL､078-251-5147

１２(土）池田奈

１７（木）相沢頼

１８（金）

１９(土）

24(木）

２５（金）

26(土）

近藤美香〈p）
ルネ･ﾐｯｼｪﾙ

中鼻佐和(v､)上田裕子〈p）
奥野香織(p）
小笠原薫(v､)山内尚子(p）
貞清直美(vo)多久江里子(p）
田中郷子〈vo)松濠須美(vo）
アミカル&ルネ

IIyIs
ﾖー251-5147

宮下博行ﾄﾘｵ

河野美紀〈vo)高橋麗奈〈P）
中川燕平(b)田中宏昭(｡）

池田奈央(P)藤岡靖博(b）
相沢頼子(vo)奥村美里(P）
坂崎拓也〈b)樋口広大（｡）
ＨＡＷＡＩｌＡＮハレクラニＢＯＹＳ

大川陽子(vo)瀬古昌義(P）
小出恭正(b）
冒十正太朗(d)北井義意(b）

松浦尚子〈p）
宮本容子(p)ほか
畑山紀美代(vo)杉本亨(P）
中島要(｡）

高橋麗奈〈p〕

太朗(d)北井義意(b）

画廊屋宗兵衛
ＴＥＬ.O78.332.1963

４(金）
６（日）

１１<金）
１２<土）
１８<日）

１４(月）

(VO)杉本亨(p）

ｌｎｔｏａｎｏｔｈｅｒ

ＳＯＵＬＡＲＥメ

キラウェアBi9
Being&FTime
Azure

村井ゆかり(ｖ
神前信秀(b）

anotherorbitN.Ｓ,ＴＲＩＯ

ｌＬＡＲＥＡ４ＢＩｇＢａｎｄ

ウェアBigＢａｎｄ

(vo)安本貴宏(9)

１５（火）内藤大輔〈1s.Ss)白井久美子(ss）
大谷訓史〈b)斉藤洋平(｡s）

１７（木）高井博章(9)蕨瀬破くv､）
時安吉宏(b）

18(全）三輪洋子(p)グﾚｯグ･ロフマン
（b)ｽｺｯﾄ･グﾙーデｨﾝグ(ds）

23<水）石川
上野

掘子(p>辻林尚樹(9)
悠(wb）

２７(日〉辻佳孝ﾄﾘｵmeet諌村麻紀

30（水）吉本章紘&深海魚

31(木〉中谷泰子〈p‘vo)能勢英史（９）
詣短昌也(b）

8A2(士）enco(vo)永田瑞穂〈p）

画ＳＯＮＥ
ＴＥＬ,078-221.ｐｎｇｇ

3（木）新井雅代十ﾄﾘｵ

4（金）大越理加十ﾄﾘｵ
５(土）北荘桂子十ﾄﾘｵ

６（日）ロイヤル･ﾌﾗｯｼｭ･ジャズバンド

7<月）新井雅代十ﾄﾘｵ
８（火）橋本裕ﾄﾘｵ生田幸子

9（水）ボンビ柿本十ﾄﾘｵ
１０（木）宮野英子十ﾄﾘｵ

１１（金）北荘佳子十ﾄﾘｵ

１２(土）新井雅代十ﾄﾘｵ

１３（日）鍋島直詞カルテット北荘桂子
１４（月）大越理加十ﾄﾘｵ

１５（火）寺司ﾝヂｨー 浅田十ﾄﾘｵ
１６(水)新井雅代十ﾄﾘｵ
１７（木）古谷充カルテット
１８(全）辛島寿美子十ﾄﾘｵ
１９(土）ベティ鞍富十ﾄﾘｵ

20（日）中島徹ブラジリアンｸｲﾝﾃｯﾄ
高尾典江

２１（月）

22(火）

北荘桂子十力

北荘桂子十力

ルテット

ルテッ卜

23（水）岩宮美和Lﾄﾄﾘｵ

24（木）大越理加十ﾄﾘｵ
25<全）新井雅代+ﾄﾘｵ
26<土）日高典雄カルテット大越理加
27（日）大塚善章ﾄﾘｵ北荘桂子
28（月）ヅｬﾈｯﾄ+ﾄﾘｵ
29（火）辛島寿美子十ﾄﾘｵ
30（水）高須賀はつゑ+ﾄﾘｵ

31（木）長谷川元伸ｶﾙﾃｯﾄ新井雅代

百ＷＡＣＡ２
TEL､078-333.6768

４（金）WacaWacaBand秋本節

美穂期ＭＡＳＨ

５(土）裸族BIIndDate光玄

１１（金）西野やすし
１３（日）KaiaIsoIo
１８（金）鏑木催

２０（日）BARAKA

26(土）ＤｉｐｌｎＤｕｂ

国イエローリポン
TEL､0798.34.2872

3（木）＜まごろう

４（金）HlTPARADE

５(土）夏だ!ﾊﾜｲｱﾝだ!ｵー ﾙデｨー ズだ！
６（日）MIK’＆テネシーｳｨﾝグｽ
１０（木）〈まごろう
１２(±）TRACKERS

１３（日）LlVERPOO

１６（水）LEADER

Ｌ

＆ＴＨＥＢＡＣＫ

１７（木）KENTUCKYGAMBLERS

18（金）pADDYBOYSCLUBBAND
20（日）ＳＴ７ＷＰＥＤＥ

４
５
６
７

２
２
２
２

（木）MAfrCHVOX

（金）４５RPM

(土）FOOL1SSILVER
（日）SURFRlDER
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で
は
、
こ
の
劇
場
を
よ
り
多
く

の
方
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
と
、
愛
称
を
募
集
し
て
い
る
。

震
災
か
ら
の
心
の
復
興
、
文
化

の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
劇
場
と
な

る
よ
う
な
素
敵
な
名
前
を
考
え

て
応
募
し
よ
う
。
応
募
期
間
は

平
成
坊
年
７
月
狐
日
（
木
）
ま

で
。
最
優
秀
賞
１
点
に
は
賞
金

皿
万
円
、
優
秀
賞
３
点
に
は
賞

金
２
万
円
が
授
与
さ
れ
る
。
応

募
は
、
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
の

情
報
が
満
載
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ど
う
ぞ
。
彦
雰
冒
ミ
ミ
さ
尋
．

四
○
の
口
含
①
村
Ｉ
彦
討
Ｏ
ｍ
ｐ
一
己

1０６

☆
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
＊

花
あ
か
リ
フ
ェ
ス
タ
９
月
開
催

今
年
で
第
３
回
を
迎
え
る

『
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
＊

花
あ
か
り
フ
ェ
ス
タ
』
は
、
全

国
か
ら
一
般
公
募
し
た
花
絵
を

『
光
の
オ
ブ
ジ
ェ
』
と
し
て
展

示
す
る
「
花
あ
か
り
」
を
中
心

に
、
手
作
り
子
供
服
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
コ
ン
サ
ー
ト
、

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
、
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
住
民
や
企
業

が
力
を
合
わ
せ
て
、
会
場
と
な

る
市
民
広
場
に
『
光
の
回
廊
』

や
『
光
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
』
と
い
っ

た
幻
想
的
な
光
の
オ
ブ
ジ
ェ
を

創
り
だ
す
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
。

９
月
躯
日
合
己
・
羽
日
（
火
・

祝
）
の
二
日
間
、
ポ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
は
花
あ
か
り
で
彩
ら
れ

る
。
募
集
す
る
『
花
絵
』
の
テ
ー

マ
は
「
わ
た
し
の
好
き
な
花
」
。

グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
賞
金
ｎ
万
円

が
お
く
ら
れ
る
。

ボ
ケ

誕
生
日

あ
り
が
と
一

連
動幼

稚
園
・
保
育
園
の
「
誕
生

会
」
で
は
、
幼
児
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
も
ら
う
だ
け
の
受
け
身
で

な
く
、
積
極
的
に
福
祉
に
か
か

わ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
福
祉

の
種
を
ま
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

と
の
願
い
を
も
っ
て
、
誕
生
日

あ
り
が
と
う
運
動
へ
の
参
加
が

始
ま
り
ま
し
た
。

一
九
六
五
年
五
月
が
運
動
発

足
で
す
か
ら
、
そ
の
翌
月
六
月

に
、
神
戸
市
立
楠
幼
稚
園
の
誕

生
会
で
と
り
あ
げ
ら
れ
、
参
加

が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
の
協
力
園
は
、
東
は
東

京
都
か
ら
西
は
福
岡
県
の
範
囲

で
七
十
五
園
に
達
し
て
い
ま
す
。

〃
も
う
す
ぐ
中
学
校
の
入
学

式
で
す
…
″
と
か
〃
大
学
卒
業

後
ま
る
二
年
元
気
に
働
け
る

こ
と
に
感
謝
し
て
：
・
″
等
々
・

そ
の
後
も
続
い
て
届
け
ら
れ
る

献
金
に
添
え
ら
れ
た
心
あ
た
た

ま
る
便
り
は
感
動
で
す
。
福
祉

の
心
育
て
の
種
が
み
ご
と
に
根

を
広
げ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
信
じ

ら
れ
る
の
で
す
。
Ｉ
Ｕ

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
６
５
０
．
８
７
９
０
神
戸
市

中
央
区
中
町
通
４
．
２
．
ｕ
村

上
ビ
ル
Ｂ
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３

６
０
●
１
２
５
７

☆
「
兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
ご
愛
称
募
集
中

平
成
Ⅳ
年
秋
の
オ
ー
プ
ン
に

向
け
建
設
中
の
「
兵
庫
県
立
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
」

「
マ
マ
の
手
作
り
子
供
服
」

も
同
時
募
睡
柴
中
。
お
子
さ
ん
の

洋
服
を
手
作
り
し
よ
う
と
い
う

お
母
さ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な

ど
、
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
。
締

切
り
は
８
月
肥
日
倒
必
着
。

圃
問
苔
せ
神
戸
＊
花
あ
か
り
フ
ェ

ス
タ
運
営
事
務
局
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７

８
．
３
０
３
．
８
７
１
０

耳
言
如
へ
へ
笥
葛
尋
．
ｘ
①
丘
の
。
へ
８
．
甘
へ

一
宮
四
口
四
１
脚
片
画
風
へ

光のオブジェ花あかり

☆
オ
ン
ガ
ク
の
森
に
遊
び
に
お

い
で
ひ
ょ
う
ご
オ
リ
ジ
ナ
ル

音
楽
公
演

「
兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
と
開
館
後
に
毎

年
上
演
を
計
画
し
て
い
る
オ
ペ

福
祉
の
心
の
種
ま
き

素敵な愛称を考えよう
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夏の夜の幽玄の世界

ラ
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

を
題
材
に
し
た
ミ
ニ
音
楽
劇

「
歌
お
う
、
踊
ろ
う
、
ヘ
ン
ゼ

ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
が
公
演
さ

れ
る
。
今
回
の
企
画
は
、
開
館

に
先
駆
け
て
実
施
さ
れ
て
い
る

「
ひ
ょ
う
ご
オ
リ
ジ
ナ
ル
音
楽

公
演
」
の
一
つ
。
フ
ン
パ
ー
デ
イ

ン
ク
の
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー

テ
ル
」
か
ら
主
人
公
た
ち
が
歌

い
踊
る
親
し
み
や
す
い
歌
や
踊

り
の
音
楽
を
抜
粋
し
、
客
席
の

子
供
た
ち
が
実
際
に
歌
や
踊
り

を
体
験
し
な
が
ら
舞
台
と
客
席

と
が
一
体
と
な
る
楽
し
い
舞
台
。

企
画
・
監
修
は
（
財
）
兵
庫
県

芸
術
文
化
協
会
の
芸
術
監
督
に

就
任
し
た
佐
渡
裕
、
演
出
の
伊

藤
敬
子
は
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に

活
躍
中
の
タ
ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
で
、

豊
富
な
舞
台
活
動
経
験
を
生
か

し
自
ら
出
演
。
振
付
を
も
担
当

す
る
。
出
演
に
は
、
太
田
郁
子

（
ヘ
ン
ゼ
ル
）
、
高
橋
桂
今
ジ
レ
ー

テ
ル
）
、
牧
野
庸
子
（
魔
女
）

と
い
う
関
西
。
関
東
の
本
格
的

オ
ペ
ラ
歌
手
を
招
き
、
小
規
模

な
が
ら
充
実
し
た
演
奏
を
聞
か

せ
る
。
オ
ペ
ラ
、
音
楽
、
お
と

☆
奇
跡
の
星
の
植
物
館

ア
フ
リ
カ
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー

兵
庫
県
立
淡
路
悲
羅
強
ロ
温
室
・

奇
跡
の
星
の
植
物
館
で
は
、
サ

マ
ー
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
『
大
地
に
生
き
る
ｌ
ア

フ
リ
カ
の
大
地
に
生
き
る
人
々

の
伝
統
的
暮
ら
し
に
共
生
の
術

を
学
ぶ
ｌ
』
と
題
し
、
ア
フ
リ

カ
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
が
催
さ
れ

る
。
「
宇
宙
に
生
ま
れ
、
今
日

を
生
き
る
民
族
」
と
呼
ば
れ
る

西
ア
フ
リ
カ
・
マ
リ
ー
協
和
国

の
ド
ゴ
ン
族
の
人
々
の
暮
ら
し

か
ら
、
厳
し
い
自
然
と
共
生
す

る
彼
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
独
特
な

宇
宙
観
、
風
習
を
紹
介
し
、
自

然
の
美
し
さ
、
そ
の
科
学
性
、

文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
体
感
で

き
る
。
期
間
は
７
月
岨
日
（
土
）

～
９
月
７
日
（
日
）
ま
で
。
ア

フ
リ
カ
の
植
物
や
、
癒
し
の
庭

で
夏
休
み
の
思
い
出
を
作
ろ
う
。

太田郁子（ヘンゼル）

Ｆ琴 ぎ
の
世
界
を
存
分
に
体
感
し
よ

》
っ
。

■
８
月
肥
日
（
木
）
西
宮
市
プ

ラ
レ
ホ
ー
ル

■
８
月
羽
日
（
金
）
明
石
市
立

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー

直
各
日
、
午
後
２
時
釦
分
開
演

と
午
後
５
時
釦
分
開
演
の
２
回

公
演
○
入
場
料
大
人
８
０
０
円
・

中
学
生
以
下
５
０
０
円

■
問
合
せ
（
財
）
兵
庫
県
芸

術
文
化
協
会
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
チ
ケ
ッ
ト
オ
フ
ィ
ス
Ｔ
Ｅ

Ｌ
０
７
８
．
３
３
３
．
３
３
９

９

1０７

☆
第
釧
回
神
戸
薪
能
公
演
開
催

８
月
１
日
（
金
）
長
田
神
社

に
お
い
て
、
第
拠
回
神
戸
薪
能

奉
納
公
演
が
開
催
さ
れ
る
。
長

田
神
社
境
内
特
設
能
舞
台
に
て
、

午
後
６
時
半
開
波
。
能
組
は
仕

舞
『
高
砂
』
『
敦
盛
』
『
羽
衣
』
、

狂
言
『
魚
説
教
』
、
能
『
小
鍛

冶
』
。
夏
の
夜
、
幽
玄
の
世
界

で
ひ
と
と
き
の
涼
を
感
じ
よ
う
。

前
売
券
２
０
０
０
円
（
先
着
４

０
０
名
限
定
）
、
当
日
券
２
５

'１
＆ _勘

ドゴン族の子どもたち

七夕まつり

０
０
円
。

■
問
合
せ
上
田
能
楽
堂

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
６
９
１
．
５

４
４
９

摩
耶
ケ
ー
ブ
ル
・
摩
耶
ロ
ー

プ
ウ
ェ
ー
が
震
災
復
旧
し
、

「
ま
や
ビ
ュ
ー
ラ
イ
ン
夢
散
歩
」

と
し
て
運
行
が
再
開
さ
れ
て
以

来
、
は
や
３
年
目
を
迎
え
た
。

好
評
の
「
ま
や
ビ
ュ
ー
ラ
イ
ン

夢
散
歩
ｌ
友
の
会
ｌ
」
も
継
続

さ
れ
、
二
往
復
分
の
運
賃
（
大

人
３
０
０
０
円
・
子
供
１
５
０

０
円
）
で
一
年
間
乗
り
放
題
。

山
上
の
各
施
設
の
特
別
割
引
も

利
用
で
き
る
。

８
月
７
日
（
木
）
午
前
加
時

か
ら
、
願
い
を
書
い
た
短
冊
で

七
夕
竹
を
飾
り
、
諸
願
成
就
の

総
祈
願
を
行
う
七
夕
ま
つ
り
。

８
日
（
金
）
は
、
一
年
中
で
観

音
さ
ま
の
ご
利
益
を
最
も
多
く

い
た
だ
け
る
日
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
四
万
六
千
日
大
祭
が
催

さ
れ
る
。
摩
耶
山
の
豊
か
な
自

然
と
摩
耶
山
の
古
く
か
ら
の
伝

統
行
事
に
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

★
摩
耶
山
天
上
寺
８
月
の
行
事
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そ
Ａ
行
政

が
目
安
と
な
る
。
自
分
の
中
か

ら
生
ま
れ
る
自
然
な
呼
吸
と
リ

ズ
ム
で
創
作
し
よ
う
。

賞
金
は
大
賞
一
名
加
万
円
、

佳
作
五
名
１
万
円
、
入
選
約
２

０
０
点
作
品
集
に
掲
戦
・
進
呈

す
る
。
締
切
は
９
月
釦
日
ま
で
。

■
問
合
せ
文
芸
企
画
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
４
８
．
９
６
７
．
７
３
２
０

（
担
当
・
古
向
山
）

☆
第
九
回
五
行
歌
花
か
ご
文
芸

賞
作
品
募
集

第
九
回
を
む
か
え
る
五
行
歌

花
か
ご
文
芸
賞
の
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
ふ
る
さ
と
」
。
生
ま
れ

故
郷
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
な
た
の

大
切
な
心
の
「
ふ
る
さ
と
」
、

懐
か
し
い
出
来
事
や
仕
事
、
友

や
両
親
・
恋
人
と
の
想
い
出
か

ら
胎
内
の
記
憶
ま
で
、
ど
ん
ど

ん
書
い
て
ご
応
募
を
。
普
段
の

言
葉
で
書
く
新
形
式
の
五
行
歌

は
、
縦
書
き
五
行
で
書
く
こ
と

以
外
は
特
に
制
約
は
な
い
。
一

行
は
１
字
か
ら
加
字
程
度
、
多

く
て
も
巧
字
く
ら
い
ま
で
。
五

行
全
体
と
し
て
詩
歌
ら
し
い
ま

と
ま
り
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と

「
み
ん
な
で
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ

う
」
花
と
緑
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り「

ガ
レ
キ
に
花
葬
一
咲
か
せ
ま
し
ょ

う
」
と
震
災
の
ま
ち
神
戸
に
、
花

の
種
を
蒔
い
た
天
川
佳
美
さ
ん
は

花
咲
き
バ
ア
サ
ン
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
白
い
花
を
植
え
た
安
藤
忠
雄
さ

ん
は
、
さ
し
ず
め
花
咲
き
ジ
イ
サ

ン
。
と
呼
ん
で
あ
げ
た
い
。

花
と
緑
の
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
た

花時計

１０８

雷
露
鯵
申

ま
ち
づ
く
り
が
、
震
災
を
機
に
、

あ
ち
こ
ち
で
始
ま
っ
た
。
な
か
で

も
〃
淡
路
景
観
園
芸
学
校
〃
の
レ

ベ
ル
の
高
い
人
材
育
成
か
ら
、
花

と
緑
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

リ
ー
ダ
ー
が
生
れ
た
こ
と
は
特
筆

す
べ
き
だ
と
思
う
。

そ
し
て
〃
淡
路
花
博
〃
の
感
動

と
イ
ズ
ム
も
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

い
「
枯
木
に
花
を
」
の
心
が
生
か

さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

六
甲
山
が
１
０
０
年
前
は
ハ
ゲ

山
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
豊
臣
秀
吉

が
大
阪
城
づ
く
り
に
輪
ご
っ
そ
り

緑
を
運
ん
で
し
ま
っ
た
か
ら
。
淡

路
島
も
関
空
づ
く
り
に
、
ご
っ
そ

り
土
を
運
ん
で
し
ま
っ
た
後
だ
っ

た
。
六
甲
山
の
植
林
を
始
め
た
神
戸

の
先
人
た
ち
の
心
意
気
か
ら
、
今

の
緑
う
る
わ
し
い
神
戸
が
生
れ
た

の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
１
０

０
年
は
、
今
生
き
て
い
る
わ
れ
ら

神
戸
っ
子
た
ち
が
、
ま
ち
と
ミ
ナ

願

☆
在
宅
ワ
ー
カ
ー
を
応
援
１
．

在
宅
ワ
ー
カ
ー
支
援
事
業
Ｈ

Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
で
は
、
７
月
８
日

（
火
）
に
は
事
業
主
対
象
の
、

在
宅
ワ
ー
カ
ー
の
ス
キ
ル
を
直

接
見
る
こ
と
が
で
き
る
活
用
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
午
後
１

時
釦
分
～
４
時
釦
分
ま
で
、
神

戸
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
９
階
に

て
。
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。
在
宅
ワ
ー

ク
を
始
め
た
い
人
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
よ
う
。

■
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
４
１

２
‐
別
三
宮
中
央
ビ
ル
４
Ｆ

（
株
）
夢
工
房
内
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７

８
．
２
９
１
．
０
１
０
７

茸
胃
奄
ミ
ヨ
署
．
函
巴
邑
ハ
ロ
‐
言
○
鼻
．

８
日
へ

●
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ

☆
神
一
戸
市
立
博
物
館
前
刷
館
長
・
神

内
良
彦
氏
、
前
副
館
長
・
崎
山
昌
震

氏
が
五
月
に
退
任
さ
れ
、
新
た
に
、

杉
田
文
夫
館
長
、
副
館
長
兼
事
務
局

長
・
小
林
和
夫
氏
、
副
館
長
・
石
山

靖
男
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

★
兵
庫
県
阪
神
淡
路
大
匪
災
復
興
本

部
前
総
括
部
長
上
田
健
氏
が
三
月
三

十
一
日
に
退
任
齢
四
月
よ
り
前
県
民

局
の
古
西
保
彦
氏
が
総
括
部
長
に
藩

任
さ
れ
た
。

★
第
釦
回
関
西
二
紀
展
の
神
戸
二
紀

会
受
賞
者
は
大
阪
府
知
事
賞
・
津
田

仁
子
、
会
員
賞
・
岩
島
雅
彦
、
八
木

莱
荊
子
、
鍋
井
賞
・
榎
本
幸
広
、
田

村
賞
・
大
槻
和
浩
、
同
人
賞
・
根
垣

睦
子
、
同
人
佳
作
賞
・
粟
谷
房
代
、

岡
和
美
（
会
員
・
同
人
の
部
）
一
般

の
部
で
は
新
人
批
・
西
明
寺
末
一
、

佳
作
賞
・
関
本
恵
一
、
奨
励
賞
・
市

川
隆
裕
、
近
石
春
江
、
努
力
批
・
堀

江
浩
治
・
瀬
戸
和
夫
、
褒
賞
・
松
井

敬
二
、
本
庄
美
智
子
、
長
畑
嘉
子
、

回
山
和
美
（
初
入
選
）
池
田
輩
絵
・

篠
崎
左
栄
子
・
野
津
義
脚
・
八
木
大

輔
、
永
年
功
労
賞
・
中
西
勝
・
西
村

功
・
小
笠
原
誠
次
・
佐
野
弘
利
、
記

念
作
品
染
功
労
賞
・
松
下
元
夫
さ
ん

ら
が
。
祝
賀
会
が
六
月
三
十
Ｈ
に
木

馬
で
開
か
れ
た
。

★
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
副
局
長
赤
原

秀
一
郎
さ
ん
が
転
勤
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
際

放
送
局
の
一
一
ユ
ー
ス
悉
組
の
担
当
に
。

〒
１
５
０
１
８
０
０
１
渋
谷
区
神
南

２
１
２
－
１

☆
民
団
兵
庫
県
地
方
本
部
め
団
長
に

白
永
隅
氏
、
班
務
局
長
に
誘
達
世
氏

が
五
月
よ
り
就
任
さ
れ
た
。

☆
株
式
会
社
ア
イ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

（
代
表
取
締
役
山
内
恒
男
氏
）
は
、

一
九
九
三
年
に
設
立
、
二
○
○
三
年

創
立
十
周
年
を
迎
え
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
開
設
、
言
ぎ
く
へ
ご
雪
君
．
肘
一
日
昼
’
１

の
既
習
．
８
．
言
本
社
〒
６
５
０
１
０
０

１
１
中
央
区
下
山
手
通
２
．
１
３
．

７
束
昌
ピ
ル
３
Ｆ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７
８
．

３
２
１
．
３
９
９
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
３
２
１
。

３
９
９
３
大
阪
オ
フ
ィ
ス
〒
６
５

０
１
０
０
１
３
大
阪
市
西
恢
薪
町
３
。

９
．
５
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
６
ｏ
６
５
３
４
．

７
７
０
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
６
ｏ
６
５
３
４
。

７
７
０
２

☆
東
灘
区
岡
本
の
ら
い
ぶ
は
う
す
・

サ
ン
ジ
ャ
ン
（
図
上
光
代
）
が
十
五

周
年
を
迎
え
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
芦

屋
ル
ナ
ホ
ー
ル
で
、
八
月
二
十
三
日

（
土
）
十
七
時
三
十
分
開
淡
。
前
売

券
五
千
円
（
当
日
五
千
五
百
円
）
Ｔ

Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
４
１
２
．

４
８
４
５

☆
白
脱
社
長
の
辰
馬
寛
男
氏
が
《
ハ
月

十
六
日
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

五
行
歌
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う

ト
に
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
を
、

花
咲
き
ジ
イ
サ
ン
・
バ
ア
サ
ン
と

な
っ
て
実
行
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

〃
淡
路
花
博
″
の
イ
ズ
ム
を
継

承
し
て
生
ま
れ
た
「
淡
路
花
博
記

念
協
会
」
や
、
「
花
ひ
ょ
う
ご
の

会
」
。
ま
た
こ
の
四
月
か
ら
始
っ

た
神
戸
市
と
三
宮
、
北
野
、
ト
ア

ロ
ー
ド
、
元
町
、
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン

ド
界
隈
の
商
店
街
を
結
ぶ
〃
花
と

緑
の
回
廊
づ
く
り
〃
は
、
安
藤
忠

雄
さ
ん
が
「
み
ん
な
一
緒
に
や
り

ま
し
よ
』
己
と
励
ま
さ
れ
て
、
ガ
ー

デ
ン
シ
テ
ィ
づ
く
り
が
一
歩
一
歩

進
ん
で
い
る
。
わ
が
町
、
ト
ア
ロ
ー

ド
で
も
、
花
と
緑
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
拍
車
が
か
か
り
、
ト

ア
ロ
ー
ド
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ク
ラ
プ

が
誕
生
し
、
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン

族
が
参
加
し
て
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

の
勉
強
会
が
始
っ
た
。
こ
こ
掘
れ

ワ
ン
ワ
ン
ー
．
み
ん
な
で
一
緒
に
花

咲
き
ジ
ジ
・
パ
パ
に
な
ろ
う
！

（
Ｍ
・
Ｋ
）

Ｖ望
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SＡＭＯＴＯＣＬｌＮＩＣ 鶴
ママといっしょに

りゅうき

上里予竜輝ちゃん
（平成14年10月17日生まれ）
さな

上野沙奈ちゃん
（平成10年３月７日生まれ）

「姉弟仲良くしてね！

元気よく育ってね！」

☆佐本産科。婦人科☆
佐本学

神戸市兵庫区中道通4-1-15

ＴＥＬ：078-575-1024（病室TEL：078577-7034）

市バス上沢４停南スグ
⑤駐車場完備●
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